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研究成果概要 

プリカーサー現象の成因は，磁気雲前面に生じた衝撃波により生じた磁力線の方向に対す
るロスコーン効果によりその方向の宇宙線が一時的に減少するものと考えられることが，
我々の平成１８年度までの解析により確実となった．またこれまで得られたデータ解析から，
ロスコーン型の異方性が予想された様にIMF方向に出現する事が，インド，ウーティと明野観
測所の２カ所で同時に観測された． 

この事は，一日の宇宙線の強度変動がディフュージョン・コンベクションモデルによって
説明されうる事が初めて観測により明らかになった事を意味する．昨年度までの解析からＣ
ＭＥの到着時間の約5時間～24時間前にプリカーサー現象が観測され，7例（約３５％）に
ついてはＩＭＦの方向とに非常に高い相関がみられる事などが判明した．また、プリカー
サー現象の強度とそれに続くフォービュッシュ減少の強度の間に相関が認められた。今回の
解析結果から，ロスコーン型の異方性が通常の日にも存在する事が判明したので，宇宙天
気予報を行うためには，これらの現象のより詳しい解析が必要であると考えられる．イン
ド・Ooty で行われているGRAPES-3 実験との連動でデータを収集している。現在太陽活
動はもっとも静穏な時期にあたっており，顕著なフレアは発生しなかったので基礎的な
データの収集に終わった。平成１９年度に至りコンデンサーの劣化によるトラブルに加
えて，落雷等による停電が頻発し、検出系及び記録系電子回路のトラブルがかなりみら
れ、平成２０年度当初ではほとんど稼動できない状況であった。平成２０年度中の作業
によりこの様な状況は部分的に改善され、３つのミューステーションのうちM8ステーシ
ョンの再稼動させる事ができた。今後残りの２ステーションも再稼動させ、今後の太陽
活動上昇に備えたい。 

これまでの数年間のデータ解析で、統計量が大きい特徴を生かして，大面積・高精度ミ
ューオン望遠鏡の特徴を生かした，太陽風速度変動によるミュオン強度変動の関連性につい
て解析を行ったの５年間のデータを解析した結果，日平均では、明野とOotyに共通する関連
性も見られ。両ステーションの経度差と共通視野における観測を通して宇宙線による太陽圏
空間の電磁場環境の３次元構造を解析する目途がたった。現象の例を下に示す。この現象が
宇宙空間で発生していて，Ooty と明野のローカルな関連現象ではないことが観測データによ
り確認された。 

平成２１年度以後、太陽活動が上昇し、期待通りフレアの発生が増加傾向に転じれば、そ
れらの観測データの解析によりプリカーサー現象及びフォービッシュ減少のメカニズムが明
らかになれば、より定量的な条件での精密なモデル化が期待できる。 
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